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『都市の経済学 小テスト No.1』 

学籍番号：         、氏名：             
 
○以下の各問に答えよ。選択肢となっているものには、正しいと考えるものに丸印をつけるこ

と。空欄には適切な語句、または数値を記入すること。 
 
1. 授業の取り組み方について 

 成績評価は小テストと期末試験の採点結果を利用するが、成績評価に用いるそれぞれ

の割合は、小テスト（ ３０ ）％、期末試験（ ７０ ）％となっている。 
 小テストを全て受験することで、単位を取得することは（出来る、出来ない）。 
 授業で使用するレジュメは（授業で配布される、自分で用意する）。 

 
2. 経済学、都市経済学について 

 経済学は（自然科学、社会科学、人文科学）であり、その分析対象は都市、医療、環

境、金融など多岐に渡っている。 
 経済学は科学であり、個人や企業といった経済主体の活動の中にある、（普遍的、多

様的、二面的）な行動様式を一般化・定式化することが目的である。 
 一般化されたものは（言論、理論、経験）とよばれ、自然科学と同様、それを利用・

応用することで、様々な問題を解決するための道具となりうる。 
 都市経済学の分析対象は、（ 都市交通 ）や（ 住宅政策 ）といった都市におけ

る様々な経済現象であり、我々の身近な社会問題を理解し、解決するための道具とな

りうる。 
 
3. 都市の形成過程について 

 都市の形成過程は、第 1 段階：（自給自足から交易、家内工業から大量生産、単一企

業から大企業）、第 2 段階：（自給自足から交易、家内工業から大量生産、単一企業か

ら大企業）、第 3 段階：（自給自足から交易、家内工業から大量生産、単一企業から大

企業）、第 4 段階：大都市の形成、という経路をたどる。 
 
4. 比較優位について 

 授業で学んだ交易の利益について復習してみよう。まず、車の生産が得意だが石油の

あまり取れない A 国と、車の生産は不得意だが石油の埋蔵量は豊富な B 国があると

する。それぞれの国における労働力を１単位づつ利用した場合の、車と石油の生産量

は表１の通りである。 
 

表１.労働力１単位あたりの生産量 
A国 B国

車 100台 １0台
石油 2キロリットル 200キロリットル  

 
 それぞれの国において、車１台を生産するためにかかる費用は、石油で計った機会費

用で計算するといくらになるか？ 
       A 国： ０．０２ キロリットル 、B 国：  ２０  キロリットル 

コメント [h1]: これら以外にも、

環境、地価、都市規模、土地利用

規制など多くの分析対象があり、

適切な回答は正解とする。 
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 それぞれの国において、石油１キロリットルを生産するためにかかる費用は、車で計

った機会費用で計算するといくらになるか？ 
       A 国：  ５０  台 、B 国：  ０．０５  台  
 
 車の生産に比較優位があるのはどちらの国か？（ A 国 、 B 国 ） 
 石油の生産に比較優位があるのはどちらの国か？（ A 国 、 B 国 ） 

 
5. 交易の利益について 
 上記のそれぞれの国にある総労働力が１０単位あるとする。はじめ、A 国で車と石油

の生産に配分される労働力がｃ、B 国で車と石油の生産に配分される労働力が 3：7
であった。それぞれの国における生産量を表２に示す。 

 
表２.各国の生産量（労働力１０単位を全て生産に利用） 

 A 国 B 国 

車 600 台 30 台 

石油 8 キロリットル 1400 キロリットル 

 
 ここで、A 国の労働力の配分を 8：2 に変更し、B 国の労働力の配分を 1：9 に変更し

た。このとき、各国の生産量は当然変化する。変化後の生産量について以下の表の空

欄を埋めよ。 
 

表３.労働力の配分を変化させた時の生産量 
  A 国 B 国 

車 ８００ 台  １０ 台 

石油  ４ キロリットル １８００キロリットル 

 
 
 労働力を変化させた後、お互いに交易を行うこととなった。交換比率は車１台に対し

て、石油２キロリットルとする。また、A 国は労働力を変化させることで増産した全

ての車を B 国との交易に利用する。この条件で交易を行った場合、A 国と B 国におけ

る最終的な車と石油の保有量はいくらか。以下の表の空欄を埋めよ。ただし、交易の

際に輸送費などのコストはかからないとする。 
 

表４.最終的な車と石油の保有量 
  A 国 B 国 

車  ６００ 台  ２１０ 台 

   

石油  ４０４キロリットル １４００キロリットル 

 
 この結果、比較優位が（ある、無い）生産財の生産を増加させて交易を行うと、両国

における最終的な財の保有量は（増加する、減少する、変化しない）。この事実は、両

国が利用する総労働力は（増加、減少、変化しない）ことから、交易を行うことの利

点、合理性が説明される。 

コメント [h2]: 入力ミスです。

「6：4」と書くつもりでした。解

答には直接影響しませんので、得

点調整は行いません。失礼致しま

した。 


